


１ 実施目的 児童生徒の学力維持向上及び学習状況の把握

２ 実施学年 小学校６年生，中学校３年生

３ 実施教科 国語，算数・数学，英語（中学校）

４ 調査内容 ①教科に関する調査（国語，算数・数学，英語）

知識・技能等に関する問題と活用する力等に関する問題

②生活習慣や学習環境に関する質問紙調査

・児童生徒に対する調査

・学校に対する調査

５ 実施期日 令和５年４月１８日（火）

６ 調査方式 悉皆調査

７ 調査対象 全国（国公私立小学校）18,821校（実施率 99.1％･････ 977,345人）

秋田県公立小学校 177校（実施率 100.0％････････ 6,146人）

全国（国公私立中学校） 9,702校（実施率 94.3％･････ 923,981人）

秋田県公立中学校 107校（実施率 100.0％････････ 6,395人）

Ⅰ 実施の状況
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1   概要

Ⅱ 教科に関する調査結果

【資料１】 教科別・領域別平均正答率の状況

○中学校では，全ての教科が本県の平均正答率と同程度か上回っていることから，良好な状況にある。小学校は全ての教科で全国の平均正答率

を上回っていた。

●教科別・領域別平均正答率の状況から見ると，算数・数学に課題が見られる。小学校は，「データ活用」領域において全国・県平均を下回っ

ており，目的に応じてデータを収集し，データの特徴や傾向に着目して考察できるようにすることが大切である。また中学校は，「図形」領

域で全国平均を下回っていた。図形の性質を見いだし，それが成り立つ理由を数学的に説明できる活動を充実していく必要がある。

2   結果
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１ 傾向 ◎学力向上の基盤となる基本的な学習習慣が定着し，児童生徒は最後まで問題に粘り強く取り組んでいる。

Ⅲ 教科に関する調査結果の考察

小学校

中学校

【資料２】 記述式問題 平均正答率・無解答率の状況

○記述式問題については，中学校は全ての教科が本県と全国の平均正答率上回っている。小学校は全ての教科で全国の平均正答率

を上回っている。

○無解答率については，小学校・中学校共に，多くの設問で全国や本県よりも低く，概ね良好な状況が維持されている。小・中学

校ともに，記述式問題においてほとんどの児童生徒が解答している状況である。
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２ 要因
○各学校では 基本的な学習習慣の確立と，失敗が受容される温かな人間関係づくりが進められている。
○授業の中で，考えや意見を書いたり，発表したりするなどの機会と場を積極的に取り入れている。

○復習を中心とした家庭学習の充実と継続が図られ，学校では基礎テストや放課後・長期休業等を活用した補充的学習を実施し
ている。

○学校の授業では，ティームティーチングや少人数指導など，児童生徒の実態に応じた指導形態の工夫が効果的に行われている。

③ 児童生徒に活用する力を育成する授業改善が進められている。

○考えを発表したり話し合ったりする活動を取り入れた児童生徒主体の対話的な授業や，目的に応じて文章を読んだり，根拠を
基に説明したりする授業など，思考力，判断力，表現力等の育成につながる授業が積極的に進められている。

○県の学習状況調査事業やＩＣＴを活用したあきたの教育力充実事業等，県の学力向上に係る施策を本市の学校は積極的に活用
している。

○地域学校協働活動本部事業などを中心に，地域の人材やボランティア等との連携を推進している。
○各校のＰＴＡ及び市ＰＴＡ連合会等を通じて，学力向上・基本的生活習慣の確立に向けた取組について保護者の理解・啓発を

図っている。
○市独自の施策を推進している。

・心ふれあうさわやか大仙事業「中学生サミット」（生徒会活動とＳＤＧｓ～地域，いじめ・差別，ボランティア・災害～，
ＳＮＳルールや使い方等）の実施，体験的学習時間支援事業の実施，学校生活支援員，複式学級支援員等の配置

・市教職員研究集会，教職員研修会の開催
・学校訪問の実施（教育委員会訪問，指導主事訪問 など）
・国際教養大学，県立高等学校，県立特別支援学校等との交流・連携
・「大仙ふるさと博士育成」事業，大仙グローバルジュニア育成事業，人権ユニバーサル事業の実施
・大仙教育メソッドに基づく各種連携の推進

① 児童生徒が学習に集中し，落ち着いてじっくり考えることができる環境が構築されている。

Ⅲ 教科に関する調査結果の考察

② 児童生徒に基礎的・基本的な事項の習得が図られている。

⑤ 各学校の取組を支援する県・市の施策を積極的に活用し，推進している。

④ 各教科において創意工夫を生かした特色ある教育活動が展開されている。

○小学校における一部教科担任制の活用やタブレット端末の活用，小・中連携による９年間を見通した指導などにより，学習活
動が充実し，学びの円滑な接続が図られている。

○教育専門監の活用や教科担任制による魅力ある授業，地域人材等の活用による専門的な学習活動が行われている。
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３ 課題

Ⅲ 教科に関する調査結果の考察

課題がみられた問題例（国語）

※県の平均正答率を下回った問題
【小学校国語 １ 二】

全国平均正答率 26.7%
県平均正答率 30.1% 

○図表やグラフなどを用いて、自分の考え
が伝わるように書き表し方を工夫する。

＝国語の課題と改善に向けて（小学校）＝
※県の平均正答率を下回った問題
■Ｒ４年度の調査結果に基づく主な課題

・人物像や物語の全体像を具体的に想像したり，表現の効果を考えたりすることに課
題が見られる。

・登場人物の行動や気持ちなどについて，叙述を基に捉えることに課題がある。
□指導改善の主なポイント

・物語の全体像はをとらえるには，登場人物や場面設定，個々の叙述などを基に，そ
の世界や人物像などを豊かに想像することで可能となる。

・「何が書かれているか」という内容面だけではなく，「どのように描かれているか」とい
う表現面にも着目して読み，物語全体を捉えられるようにしたり，着目した複数の叙
述を基に考えたことを交流する場面を設定したりすることが効果的である。

●小学校は，国語の「人物像や物語の全体像を具体的に想像したり，表現の効果を考えたりする」ことに課題がある。算数の「
数と計算」の領域では，県平均正答率を下回る問題があった。理科の「エネルギー」を柱とする領域では，全国及び県と同
様に平均正答率の低い問題があった。

●中学校の国語においては，「我が国の言語文化に関する事項」について本県の平均正答率を下回る問題がある。数学の「
図形」領域において，全国より低く県と同様に平均正答率が低い問題がある。理科の「エネルギー」を柱とする領域では，全
国及び県と同様に平均正答率が低い問題や国や県の平均正答率を下回る問題があった。

※全国及び県の平均正答率を下回った問題
【中学校国語 ３ 一】

全国平均正答率 54.3%
県平均正答率 55.5%

○読み手の立場に立って、叙述の仕方な
どを確かめて、文章を整えることがで
きる。

＝国語の課題と改善に向けて（中学校）＝
■Ｒ４年度の調査結果に基づく主な課題

・行書の特徴についての理解に課題がある。
□指導改善の主なポイント

・直線的な点画で構成されている漢字を行書で書く時は，特徴を理解させ
ながら書く指導をする必要がある。その際，楷書で書いた漢字と比較する
など，これまで学習してきたことを踏まえて指導することが大切である。



Ⅲ 教科に関する調査結果の考察
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課題がみられた問題例（算数・数学）

※全国及び県の平均正答率を下回った問題
【小学校算数 ２（３） ２（４）】
全国平均正答率 24.9% 20.8%
県平均正答率 23.5% 21.9%

○正三角形の意味や性質について理解している。
○高さが等しい三角形について、底辺と面積の関係
を基に面積の大小を判断し、その理由を言葉や数
を用いて記述できる

＝算数の課題と改善に向けて（小学校）＝
※県の平均正答率を下回った問題
■Ｒ４年度の調査結果に基づく主な課題

・数と計算の領域で，学習したことを基に，目的に応じて数量の関係に着目し，数
の処理の仕方を考えることに課題が見られる。

・割合を用いて問題を解決するために，問題場面の数量の関係に着目し，基準量，
比較量，割合の関係や伴って変わる二つの数量の関係について考察して，数学的
に表現・処理することに課題が見られる。

□指導改善の主なポイント

・日常生活において，数の大きさを見積もる必要があるときは，目的に応じて数を大

きくみたり小さくみたりして，概算できるようにする。

・日常の具体的な場面に対応させながら，飲み物の量に対する果汁の量の割合が

，飲み物の濃さを表していることを理解できるように指導する。

※全国及び県の平均正答率を下回った問題
【中学校数学 ３ ９（１）】
全国平均正答率 30.4% 32.1%
県平均正答率 28.1% 30.3%

○空間における平面が同一直線上にない３点で決定
されることを理解している。

○ある事柄が成り立つことを構想に基づいて証明す
ることができる

＝数学の課題と改善に向けて（中学校）＝
※県の平均正答率を下回った問題

■Ｒ４年度の調査結果に基づく主な課題

・数と式の領域で，伴って変わる二つの数量の変化や対応の様子に着目して関

数関係を見いだし，その関数の特徴を調べるため変化の割合を求めることに

課題がみられる。

・図形の性質を考察する場面で，成り立つと予想した事柄について論理的に考

察し，それを数学的に表現することに課題がみられる。

□指導改善の主なポイント

・具体的な事象について，伴って変わる二つの数量ｘ，ｙの変化や対応を捉え，

それらの関係を数学的に表現できるようにする。

・結論を導くために，何がわかればよいかを明らかにしたり，与えられた条件を

整理したり，着目すべき性質や関係を見いだし事柄が成り立つ理由を筋道を

立てて考えたりする活動を取り入れ，数学的に説明できるように指導する。



Ⅲ 教科に関する調査結果の考察
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課題がみられた問題例（英語）

※全国と県の平均正答率を下回った問題
【中学校 英語 ８（２） １０ 】

全国平均正答率 19.5% 7.4%
県平均正答率 16.3% 6.6%

○社会的な話題に関して読んだことについて、考え
とその理由を書くことができる。

○日常的な話題について、事実や自分の考えなどを
整理し、まとまりのある文章を書くことができる。

＝英語の課題と改善に向けて（中学校）＝
■Ｒ４年度の調査結果に基づく主な課題

・静止している物体に働く重力と釣り合う力を表すことに課題がある。
・化学変化と「エネルギー」を柱とする領域に関する知識及び技能を関連付け，分
析して解釈することに課題がある。

□指導改善の主なポイント
・物体に力を働かせる実験を行い，一つの物体に二つの力が働いていることに気
付くようにし，それらの力の大きさや向きを矢印で表して，釣り合いの関係を説明
する学習場面を設定することが考えられる。

・水の電気分解や水素の燃焼などの化学変化には，電気，熱，光など「エネル
ギー」を柱とする領域が関連していることに気付かせる指導をする。



前年度までに受けた授業で，自分の考え
を発表する機会では，自分の考えがうま
く伝わるよう，資料や文章，話の組立て
などを工夫して発表していたと思う

前年度までに受けた授業では，課題の
解決に向けて，自分で考え，自分から
取り組んでいたと思う

友達（児童生徒）との間で話し合う活
動を通じて，自分の考えを深めたり，
広げたりすることができていると思う

１ 概要

○小・中学生共に，ほとんどの項目で全国や本県の平均を上回っており，児童生徒は概ね望ましい生活環境の中で，基本的生活習慣及
び学習習慣を確立し，意欲的に学習に取り組んでいる。

○児童生徒主体の授業づくりや，達成感・自己有用感をもたせる機会と場の充実を図ることで学ぶ意欲が高まるとともに，地域や異校
種間との交流や連携を基盤とした体験活動等を通して豊かな心が育まれている。

（１）学習状況２ 結果

Ⅳ 学習環境に関する調査の結果
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【資料３】「主体的・対話的で深い学び」の経験

前年度までの授業について
○考えを発表するときには，相手意識をもって，資料
や文章，話の組立てなどを工夫して発表していたと
回答している児童生徒が，全国や本県を上回ってい
る。

○課題解決に向けて，主体的に学ぶことに取り組んで
いたと回答している児童生徒が，全国や本県を上
回っている。

○「話し合う活動を通じて，考えを深めたり広げたり
できている」についての肯定的な回答も全国や本県
を上回り，学習活動の質が高まってきている。

【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）の市・県・全国の比較】児童生徒質問紙調査結果より

大仙市
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２－（２）学習習慣

○小・中学生共に自ら学ぶ姿勢が身に付いている。

○平日及び休日の学習時間が「１時間以上」の割合
は，全国や本県の平均と同程度か上回っており，
「全くしない」の割合は少ない。家庭でも計画的に
学習に取り組んでいる様子が見られる。

●平日，１日３０分以上の家や図書館での読書時間
や週１回以上新聞を読んでいる割合は本県や全国の
平均と同程度か上回っている。しかし，「読書を全
くしない」児童生徒が２割，「ほとんど，あるいは
全く新聞を読まない」児童生徒が５～６割おり，学
校や家庭での読書時間の確保や授業における新聞の
利用など工夫が必要である。

Ⅳ 学習環境に関する調査の結果
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【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）の市・県・全国の比較】児童生徒質問紙調査結果より

【資料６】平均学習時間
〔単位：分〕

家で，自分で計画を立てて勉強をしている

学校の授業時間以外での平日の勉強時間
（１日１時間以上）

学校の授業時間以外での休日の勉強時間
（１日２時間以上）

家や図書館での平日の読書の時間
（１日３０分以上）

新聞を読んでいる
（週１回以上）

【資料４】家庭学習の様子

平日 ３時間以上 ２～３時間 １～２時間 30分～１時間 30分未満 全くしない

休日 ４時間以上 ３～４時間 ２～３時間 １～２時間 １時間未満 全くしない

【資料５－１】平日の学習時間 【資料５－２】休日の学習時間
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２時間～３時間

１時間～２時間

１時間～２時間

１時間～２時間

３０分～１時間

３０分～１時間

３０分～１時間

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

大仙市

秋田県

全 国

中学校

２時間～３時間

２時間～３時間

２時間～３時間

１時間～２時間

１時間～２時間

１時間～２時間

１時間以内

１時間以内

１時間以内

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

大仙市

秋田県

全 国

小学校

３時間～４時間

３時間～４時間

３時間～４時間

２時間～３時間

２時間～３時間

２時間～３時間

１時間～２時間

１時間～２時間

１時間～２時間

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

大仙市

秋田県

全 国

中学校

小学校 平日 休日
大仙市 110 0 130 0

秋田県 110 0 130 -10 

全 　国 110 0 110 0

前年
度比

前年
度比

中学校 平日 休日
大仙市 90 -30 120 -50 

秋田県 120 -10 160 -20 

全 　国 120 0 130 -10 

前年
度比

前年
度比



Ⅳ 学習環境に関する調査の結果
【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）の市・県・全国の比較】児童生徒質問紙調査結果より

○自己肯定感や自己有用感，夢や目標を持つことに関す
る項目で，小・中学校共に良好な状況にある。互いを認
め合う学習環境の中で，児童生徒が目標をもって学ん
でいることの成果と捉えられる。

○自分でやると決めたことは,やり遂げようとしたり，
難しいことにも挑戦したりする児童生徒の割合が多
い。また，いじめはどんなことがあっても許さない，
人の役に立ちたいなどの思いやりの心も好ましい状
況にある。

●自己肯定感や自己有用感，夢や目標をもつことにつ
いては，年齢が上がるにつれて割合が下がる傾向に
ある。小中連携で個々のよさを認められるように引
き継ぎを行っていきたい。

○早寝，早起き，朝ごはんに代表される生活習慣に関わ
る項目で，国の平均を上回ることが多く，良好な状況に
あり，家庭での子どもへの意識付けや教育がなされて
いる。また，学校との連携が図られていることがうかが
える。

２－（４）自己肯定感，規範意識等 【資料８】自己肯定感，自己有用感，将来への目標，規範意識等

２－（３）生活習慣 【資料７】基本的生活習慣等

大仙市
秋田県
全　国

朝食を毎日食べている

毎日，同じくらいの時刻に寝ている

毎日，同じくらいの時刻に起きている

10

自分には，よいところがある

将来の夢や目標を持っている

自分でやると決めたことは，やり遂げ
るようにしている

難しいことでも，失敗を恐れないで挑
戦している

いじめは，どんな理由があってもいけ
ないことだと思う

人の役に立つ人間になりたいと思う
大仙市
秋田県
全　国

60 70 80 90 100 60 70 80 90 100

小学校 中学校

60 70 80 90 100 60 70 80 90 100

小学校 中学校



Ⅳ 学習環境に関する調査の結果

11

【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）の市・県全国の比較】
児童生徒質問紙調査結果より

２－（５）地域への関心，ＩＣＴの活用状況

今住んでいる地域の行事に参加してい
る

地域や社会をよくするために何をすべ
きかを考えることがある

●地域行事に参加している児童生徒の割合は，小学校におい
て秋田県平均を下回っている。中学校では上回っている。
コロナ対策を講じながら，小学校では地域連携の再構築が
必要である。

○中学生サミットを通してＳＤＧｓやＳＮＳルールづくり等
を進めていくとともに，地域行事の担い手としての活動を
通して，地域活性化に寄与できる児童生徒の育成を進めて
いきたい。

【資料９】地域や社会に関わる活動の状況等

【資料１０】ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴを活用した学習状況

昨年度までに受けた授業で，ＰＣ・タブレットなど
のＩＣＴ機器を週１回以上使用した

授業中に自分で調べる場面で，ＰＣ・タブレットな
どのＩＣＴ機器を，週１回以上使用した

学級の友達と意見を交換する場面で，ＰＣ・タブ
レットなどのＩＣＴ機器を，週１回以上使用した

自分の考えをまとめ，発表する場面で，ＰＣ・タブ
レットなどのＩＣＴ機器を，週１回以上使用した

学習の中でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使うの
は勉強の役に立つと思う

平日，１日当たり３０分以上，スマートフォンやコン
ピュータなどのＩＣＴ機器を，勉強のために使った

●ＩＣＴを活用した学習状況や家庭におけるＩＣＴ活用に係
る項目では，秋田県平均を上回っている項目もあるが，全
国平均と比較すると大きく下回っている。ＧＩＧＡスクール推
進の本格的始動から２年目，個別最適な学びや協働的な学
びの実現に向けて，より積極的な活用を推進していく必要
がある。

大仙市
秋田県
全　国

20 40 60 80 100 20 40 60 80 100

小学校 中学校

20 40 60 80 100 20 40 60 80 100



２－（６）教科の学習に対する意識

○国語に関するほぼ全ての質問項目において，全国や本県
の平均に比べ良好な状況にある。

○特に成果が顕著な項目は，
･「国語の勉強は大切だと思う」
･「国語の授業で学習したことは，将来，社会に出た

時に役に立つと思う」
○「国語の授業内容はよく分かる」から，先生方の授業改

善等により児童生徒の理解度が高まっていることがうか
がえる。

Ⅳ 学習環境に関する調査の結果
【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）の

市・県・全国の比較】児童生徒質問紙調査結果より

12

国語の勉強は好きだ

国語の勉強は大切だと思う

国語の授業の内容はよく分かる

国語の授業で学習したことは，将来，社会
に出たときに役に立つと思う

算数・数学の勉強は好きだ

算数・数学の勉強は大切だと思う

算数・数学の授業の内容はよく分かる

算数・数学の授業で学習したことは，将来，
社会に出たときに役立つと思う

算数・数学の授業で学習したことを，普段
の生活の中で活用できないか考える

算数・数学の問題の解き方が分からないとき
は，あきらめずにいろいろな方法を考える

算数・数学の授業で問題を解くとき，もっと
簡単に解く方法がないか考える

算数・数学の授業で公式やきまりを習うと
き，そのわけを理解するようにしている

0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100

小学校 中学校

20 40 60 80 100 20 40 60 80 100

【資料１２】算数・数学の学習に対する意識

【資料１１】国語の学習に対する意識

大仙市
秋田県
全　国

○算数・数学に関するほぼ全ての質問項目において，国や
県の平均に比べ良好な状況にある。

○特に成果が顕著な項目は，
・将来，社会に出たときに役立つと思う
・問題の解き方が分からないときは，あきらめずにいろ

いろな方法を考える
・公式やきまりを習うとき，そのわけを理解するように

している
○算数・数学を学ぶ価値，粘り強く取り組むこと，主体的

に取り組むこと等を意識している児童生徒が多いことが
うかがえる。

●全国や本県の割合と比べると高いが，「算数・数学が好
き」の項目が，他の項目と比べ低くなっており，ＩＣＴ
の効果的な活用など更なる工夫改善を図っていきたい。



Ⅳ 学習環境に関する調査の結果
【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）の市・県・全国の比較】児童生徒質問紙調査結果より

大仙市
秋田県
全　国
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【資料１３】理科の学習に対する意識

○中学校理科に関するほぼ全て質問項目において，国や
県の平均に比べ良好な状況にある。

○特に成果が顕著な項目は，
・自分の予想をもとに観察や実験の計画を立てている
・観察や実験から，どのようなことが分かったのか考

えている
・観察や実験の進め方や考え方が間違っていないかを

振り返って考える
○「秋田の探究型授業」が授業の中で展開されており，

児童生徒の学びに結び付いている。
●全国的な傾向ではあるが，将来理科や科学技術に関す

る職業に就きたい児童生徒が少なく，理科好きから理
科系を目指すキャリア教育の充実を図っていきたい。

理科の勉強は好きだ

理科の勉強は大切だと思う

理科の授業の内容はよく分かる

理科の授業で学習したことを，普段の生
活の中で活用できないか考える

理科の授業で学習したことは，将来，社会
に出たときに役立つと思う

将来，理科や科学技術に関係する職業に
就きたい

理科の授業では，自分の予想をもとに観
察や実験の計画を立てている

理科の授業で，観察や実験の結果から，
どのようなことが分かったのか考えている

理科の授業で，観察や実験の進め方や考え
方が間違っていないかを振り返って考えている

20 40 60 80 100 20 40 60 80 100

小学校 中学校
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１ 概要

児童生徒質問紙において，質問紙の結果と科目の平均正答率との間に相関がみられた主な項目

【自己有用感・規範意識等】〈相関がみられた主な項目〉
◎人の役に立つ人間になりたい（小学校国語・小学校算数・小学校

理科）
◎自分の思っていることや感じていることをきちんと言葉で表すこ

とができる。（小学校算数・小学校理科・中学校数学）
◎いじめは，どんな理由があってもいけない。（小学校国語・小学

校算数・小学校理科）
○先生はあなたのよいところを認めてくれている。（中学校国語）

【生活習慣等】〈相関がみられた主な項目〉
○朝食を毎日食べる。（小学校国語・中学校数学・中学校理科）
◎毎日，同じくらいの時刻に起きる。 （小学校国語・小学校理

科）

Ⅴ 学習環境と学力調査との相関
○教科の正答率と相関がみられた児童生徒質問紙の質問項目において，本市の状況は概ね良好である。

【学習習慣・学習環境等】〈相関がみられた主な項目〉
◎読書は好きだ（小学校国語・小学校理科・中学校国語）

◎は相関が強い項目

【授業への取組】〈相関がみられた主な項目〉
『国 語』
○国語の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役立つ。（小学校国語・小学校理科）
○国語の授業の内容はよく分かる。（小学校国語・小学校理科）
『算数・数学』
◎算数・数学の授業で公式やきまりを習うとき，そのわけを理解するようにしている。 （小学校国語・小学校算数・中学校数学）
◎算数・数学の授業の内容はよく分かる。 （小学校国語・小学校算数・小学校理科・中学校数学・中学校理科）
◎算数・数学の問題の解き方が分からないときは，諦めずにいろいろな方法を考える。（小学校国語・小学校算数・小学校理科・中学校
数学）

◎算数・数学の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役立つ。（小学校国語・小学校算数・小学校理科）
○算数・数学の勉強は好きだ。 （小学校算数・中学校数学）
『理科』
◎理科の授業で，観察や実験の結果からどのようなことが分かったのか考えている。（小学校理科・中学校国語・中学校算数）
○理科の授業の内容はよく分かる。 （小学校理科・中学校理科）

【ＩＣＴを活用した学習】〈相関がみられた主な項目〉
○ＩＣＴ機器を使うのは勉強の役に立つと思う。
（小学校数学・小学校理科）



Ⅴ 学習環境と学力調査とのクロス分析
２ 相 関

【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）と （あまりあてはまらない＋全くあてはまらない）の比較】

【資料１４】

【生活習慣等】

【朝食を毎日食べていますか】 〈 質問番号（１） 〉

〈 質問番号（２）〉【毎日，同じくらいの時刻に寝ていますか】

児童生徒数の割合 ■当てはまる ■どちらかといえば，当てはまる ■どちらかといえば，当てはまらない ■当てはまらない

児童生徒数の割合 ■当てはまる ■どちらかといえば，当てはまる ■どちらかといえば，当てはまらない ■当てはまらない

○「朝食を食べている」に肯定的な回答をした児童生徒のグループの方が，小
学校算数を除いて平均正答率が高い。特に中学校において相関が顕著である。

○「毎日，同じくらいの時刻に寝ている」に肯定的な回答をした児童生徒のグ
ループの方が，どの教科においても平均正答率が高い。

【自己有用感・規範意識等】

○「自分でやると決めたことは，やり遂げるようにしている」に肯定的な回答
をした児童生徒のグループの方が，どの教科においても平均正答率が高い。
特に中学校において相関が顕著である。

○「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」に肯定的な回答をした児童生徒
のグループの方が，どの教科においても平均正答率が高い。

【人の役に立つ人間になりたいと思いますか】 〈 質問番号（１１） 〉

児童生徒数の割合 ■当てはまる ■どちらかといえば，当てはまる ■どちらかといえば，当てはまらない ■当てはまらない
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児童生徒数の割合 ■当てはまる ■どちらかといえば，当てはまる ■どちらかといえば，当てはまらない ■当てはまらない

小学校

国語は約7㌽、算数は-0.4㌽の差がある。

87.2% 8.6% 3.6% 
0.6% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どの教科も約10～23㌽の差がある。
中学校

86.3% 8.7% 3.5% 
0.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どの教科も約3～8㌽の差がある。 国語，英語は0.3～2 ㌽、数学は約-1㌽の差がある。

40.9% 43.0% 
14.3% 

1.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

44.3% 39.5% 12.7% 2.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国語は約１㌽、算数は約-6 ㌽の差がある。

83.9% 14.0% 1.0% 
1.0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国語、数学は約1～6㌽の差がある。
英語は約-0.1㌽の差がある。

84.2% 13.3% 1.0% 0.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できますか】
〈 質問番号（１０）〉

国語は約１㌽、算数は約-1 ㌽の差がある。

36.1% 38.8% 17.4% 7.5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国語、数学は約-3～-2㌽の差がある。
英語は約2㌽の差がある。

42.4% 32.0% 18.9% 5.6% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%



Ⅴ 学習環境と学力調査とのクロス分析
【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）と （あまりあてはまらない＋全くあてはまらない）の比較】

【自己有用感・規範意識等】

〈 質問番号（１３） 〉

【資料１５】

【自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか】

〈 質問番号（１２） 〉

○「学校に行くのが楽しい」に肯定的な回答をした児童生徒のグループの方が，
どの教科においても平均正答率が高い。

○「自分と違う意見について考えるのは楽しい」に肯定的な回答をした児童生
徒のグループの方が，どの教科においても平均正答率が高い。

【学校に行くのは楽しいと思いますか】

【ＩＣＴを活用した学習】

【学習の中でコンピュータなどのＩＣＴ機器を使うのは勉強の役に立つと思いますか】
〈 質問番号（小-３０、中-３４ ） 〉

○「ＩＣＴ機器を使うのは勉強の役に立つと思う」に肯定的な回答をした児童
生徒のグループの方が，ほぼ全ての教科において平均正答率が高い。特に，
小学校において顕著である。

【資料１６】

児童生徒数の割合 ■当てはまる ■どちらかといえば，当てはまる ■どちらかといえば，当てはまらない ■当てはまらない

児童生徒数の割合 ■当てはまる ■どちらかといえば，当てはまる ■どちらかといえば，当てはまらない ■当てはまらない
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児童生徒数の割合 ■当てはまる ■どちらかといえば，当てはまる ■どちらかといえば，当てはまらない ■当てはまらない

小学校
どの教科も約2～3㌽の差がある。

53.2% 33.8% 9.9% 
3.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学校
どの教科も約3～7㌽の差がある。

51.3% 34.9% 9.8% 2.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どの教科も約5㌽の差がある。

39.8% 44.0% 12.6% 
3.6% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どの教科も約6～10㌽の差がある。

37.2% 46.4% 13.3% 
1.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校
どの教科も約9～14㌽の差がある。

73.7% 24.0% 1.5% 
0.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学校
どの教科も約-8～-5㌽の差がある。

64.4% 28.9% 4.8% 
1.5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%



【調査問題への取組】 【資料１８】

【国語の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思いますか】

Ⅴ 学習環境と学力調査とのクロス分析
【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）と （あまりあてはまらない＋全くあてはまらない）の比較】

【国語の授業の内容はよく分かりますか】

○「国語の授業の内容はよく分かりますか」に肯定的な回答をした児童生徒の
グループの方が，どの教科においても平均正答率が高い。

○「国語の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思いま
すか」に肯定的な回答をした児童のグループの方が，どの教科においても平
均正答率が高い。

児童生徒数の割合 ■当てはまる ■どちらかといえば，当てはまる ■どちらかといえば，当てはまらない ■当てはまらない

〈 算数・数学 〉〈 国語 〉

児童生徒数の割合 ■当てはまる ■どちらかといえば，当てはまる ■どちらかといえば，当てはまらない ■当てはまらない

【算数・数学の勉強は好きですか】 〈 質問番号（小-５１、中-５５） 〉

児童生徒数の割合 ■当てはまる ■どちらかといえば，当てはまる ■どちらかといえば，当てはまらない ■当てはまらない

【算数・数学の授業の内容はよく分かりますか】
〈 質問番号（小-５３、中-５７） 〉

〈 質問番号（小ｰ４５、中ｰ４９） 〉

〈 質問番号（小-４６、中-５０） 〉

○ 「算数・数学の問題の解き方が分からないときは，諦めずにいろいろな方法を考
えますか」「算数・数学の授業で公式やきまりを習うとき，そのわけを理解
するようにしている」に肯定的な回答をした児童生徒のグループの方が，ど
の教科においても平均正答率が高い。
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児童生徒数の割合 ■書いている ■どちらかといえば，書いている ■どちらかといえば，書いていない ■書いていない

【資料１７】

どの教科も約7～9㌽の差がある。

小学校

46.3% 46.8% 5.7% 
1.3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どの教科も約1～3㌽の差がある。
中学校

44.5% 43.7% 10.0% 1.3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国語は約２㌽、算数は約-6㌽の差がある。

74.0% 22.9% 2.9% 
0.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国語、英語は約-1～-5㌽の差がある。
数学は約5㌽の差がある。

62.2% 30.6% 5.4% 
1.3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どの教科も約7～13㌽の差がある。
小学校

34.4% 33.3% 21.6% 10.7% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学校
どの教科も約7～18㌽の差がある。

28.9% 26.2% 24.7% 19.5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どの教科も約10～16㌽の差がある。

46.1% 36.7% 13.4% 3.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どの教科も約3～11㌽の差がある。

37.5% 34.4% 20.8% 6.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%



【主体的・対話的で深い学び】 【資料２０】

Ⅴ 学習環境と学力調査とのクロス分析

【友達との間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりすることができて
いると思いますか】

【自分の考えを発表する機会では，自分の考えがうまく伝わるよう，資料や組み立てなど
を工夫して発表していましたか】 〈 質問番号（小ｰ３２、中ｰ３６） 〉

考えを発表する
機会はなかった

発表していなかった
どちらかといえば，
発表していなかった

どちらかといえば，
発表してた

発表していた児童生徒数の割合

話し合う活動を
行っていない

当てはまらない
どちらかといえば，
当てはまらない

どちらかといえば，
当てはまる

当てはまる児童生徒数の割合

〈 質問番号（小ｰ３６、中ｰ４０） 〉

○昨年度までの授業において，「主体的・対話的で深い学び」を実感する経
験があると肯定的な回答をした児童生徒のグループの方が，どの教科にお
いても平均正答率が高い。

○秋田の探究型授業を意識した先生方の不断の授業改善によるところが大き
く，これまでの取組が成果として表れていると思われる。

【英語の勉強は好きですか】

〈 英語 〉

〈 質問番号（小ｰ５５、中ｰ５９） 〉

【資料１９】

児童生徒数の割合 ■当てはまる ■どちらかといえば，当てはまる ■どちらかといえば，当てはまらない ■当てはまらない

【英語の勉強は大切だと思いますか】 〈 質問番号（小ｰ５６、中ｰ５９） 〉

○「理科の授業では，自分の予想をもとに観察や実験の計画を立てています
か」「理科の授業で，観察や実験の進め方や考え方が間違っていないかを振
り返って考えていますか」に肯定的な回答をした児童生徒のグループの方が，
どの教科においても平均正答率が高い。
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どの教科も約0～2㌽の差がある。
小学校

37.3% 30.0% 22.4% 10.3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どの教科も約９～14㌽の差がある。
中学校

26.6% 29.3% 24.7% 19.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どの教科も約2～3㌽の差がある。

69.8% 20.3% 8.2% 
1.7% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どの教科も約10～13㌽の差がある。

61.3% 27.9% 8.7% 1.7% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どの教科も約6～9㌽の差がある。小学校

23.1% 42.3% 26.2% 6.9% 
1.5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

24.7% 39.5% 24.7% 9.1% 
1.7% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学校 どの教科も約7～10㌽の差がある。

どの教科も約1～2㌽の差がある。

46.5% 40.9% 10.5% 1.7% 
0.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どの教科も約8～11㌽の差がある。

50.5% 37.4% 8.7% 2.7% 
0.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%



１ 概要

○「教育課程に関する共通の取組を行った」について，小・
中学校共に全国及び県を大きく上回り，良好な状況であ
る。

○指導計画作成に当たっては，小・中学校共に教育内容
と地域の人的・物的資源等を有効に活用している状況
にある。

○児童生徒に夢や目標をもたせ，よい点や可能性を見付
けて褒めるなど，自己有用感の醸成に努めていることが
うかがえる。

○「職場見学や職場体験活動を行っている」について，中
学校では１００％，小学校でも６０％で実施されており，
全国や県を上回っている。
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※Ｒ４年度の状況について回答するもの
【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）の

市・県・全国の比較】学校質問紙調査結果より

Ⅵ 学校質問紙調査の結果

○主体的・対話的で深い学びの視点による学習指導，習得・活用及び探究の学習過程を見通した指導方法の工夫改善等に関して，小・中
学校共に全国及び本県の平均を上回っている質問項目が多く，概ね好ましい取組状況にあると捉えている。

○家庭や地域に開かれ小・中学校の接続を意識した教育課程の編成，児童生徒の学び方，生き方等に関わる指導，教職員研修等に関し
ても，小・中学校共に全国及び本県の平均を上回っている質問項目が多く，各学校は積極的に取り組んでいると捉えている。

２ 結果 （１）学習指導－１

大仙市

秋田県

全　国

【資料２１】教育課程の編成

将来就きたい仕事や夢について考えさ
せる指導をした

学校生活の中で，児童生徒一人一人の
よい点や可能性を見付け評価する（褒め
るなど）取組を行った

職場見学や職場体験活動を行っている

自己有用感の醸成，生き方等の指導

児童生徒の姿や地域の現状等に関する調査や各種
データ等に基づき，教育課程を編成し，実施し，評価して
改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確立している

指導計画の作成に当たっては，教育内容と，教育活動に
必要な人的・物的資源等を，地域等の外部の資源を含
めて活用しながら効果的に組み合わせている

教育課程の趣旨について，家庭や地域との
共有を図る取組を行っている

近隣等の小・中学校と，教科の教育課程の接
続や，教科に関する共通の目標設定など，教
育課程に関する共通の取組を行った

40 60 80 100 40 60 80 100

小学校 中学校

20 40 60 80 100 20 40 60 80 100

中学校小学校



○「学級全員で取り組んだり挑戦したりする課題やテーマ
を与えた」「課題の解決に向けて，自分で考え自分から
取り組むことができる」において，小・中学校共に１０
０％行われている。

○「総合的な学習の時間で探究の過程を意識した指導を
している」において，中学校で１００％行われている。

○学級活動で話し合い，合意形成を図る指導や，道徳に
おいて自分自身の問題として考え，話し合う指導の工
夫が，小・中学校で１００％行われている。

○小・中学校において，習得・活用及び探究の学習過程を
見通した指導方法の改善及び工夫や教科等で身に付
けたことを様々な課題の解決に生かすことができるよう
な機会の設定について，全国や県の平均を上回ってお
り，活用・探究を意識した授業改善が実践されている。

●教員におけるICTの活用については，小学校で，全国や
県の平均を下回っているが，学校教育情報化の推進に
より，今後の改善が図られるものと期待したい。

●特別支援教育についての理解，児童生徒の特性に応じ
た工夫については，本県や全国の平均を下回っており，
児童生徒の発達を踏まえた指導に向け，研修を継続し
ていきたい。
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※Ｒ３年度の状況について回答するもの
【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）の

市・県・全国の比較】学校質問紙調査結果より

Ⅵ 学校質問紙調査の結果
（１）学習指導－２

大仙市

秋田県

全　国

【資料２２】学習指導（学習規律の定着，主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善，ＩＣＴの活用 等）

学級全員で取り組んだり挑戦したりする
課題やテーマを与えた

学級やグループでの話合いなどの活動で、
自分の考えを相手にしっかりと伝えることが
できている

課題の解決に向けて，自分で考え，自分
から取り組むことができている

総合的な学習の時間で，課題の設定から
まとめ・表現に至る探究の過程を意識し
た指導をしている

学級生活をよりよくするために，学級活動で話
し合い，互いの意見のよさを生かして解決方法
などを合意形成できるような指導を行っている

道徳において，児童生徒自らが自分自身
の問題として捉え，考え，話し合うような
指導の工夫をしている

習得・活用及び探究の学習過程を見通し
た指導方法の改善及び工夫をした

各教科等で身に付けたことを，様々な課
題の解決に生かすことができるような機
会を設けた

教員が大型提示装置（プロジェクター，電
子黒板等）等のＩＣＴを活用した授業を１ク
ラス当たり週１回以上行った

特別支援教育について理解し，前年度までに，授
業の中で，児童生徒の特性に応じた指導上の工
夫（板書や説明の仕方，教材の工夫など）を行った

40 60 80 100 40 60 80 100

小学校 中学校



○保護者や地域の方の学校運営への参加に係る項目
では，小学校では１００％行われ，中学校では全
国や県を上回っている。

21

【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）の
市・県・全国の比較】学校質問紙調査結果より

Ⅵ 学校質問紙調査の結果
（３）交流と連携

○小・中学校共に校内外での研修を積極的に行っている。

○授業研究に対して小・中学校が合同で研修を行うなど
連携が図られており，全国や本県の平均よりも高い状
況にある。

○令和３年度の全国学力・学習状況調査の分析結果に
ついて，近隣等の小・中学校と成果や課題を共有する
項目では，小・中学校共に全国や県を大きく上回って
いる。

（４）学校の研修体制

大仙市

秋田県

全　国

【資料２４】

【資料２３】

教育課程の趣旨について，家庭や地域との
共有を図る取組を行っている

保護者や地域の人が学校の美化，登下校の
見守り，学習・部活動支援，放課後支援，学校
行事の運営などの活動に参加している

家庭や地域との連携

教職員の研修等

40 60 80 100 40 60 80 100

小学校 中学校

40 60 80 100 40 60 80 100

小学校 中学校

模擬授業や事例研究など，実践的な研修を
行っている

児童生徒自ら学級やグループで課題を設定し，そ
の解決に向けて話し合い，まとめ，表現するなど
の学習活動を学ぶ校内研修を行ってる

個々の教員が自らの専門性を高めるため，校外

の各教科等の教育に関する研究会等に定期的・

継続的に参加している

近隣等の小・中学校と，授業研究を行うなど，
合同して研修を行った

令和４年度の全国学力・学習状況調査の分
析結果について，近隣等の小・中学校と成
果や課題を共有した

教員がコンピュータなどのＩＣＴ機器の使い方
を学ぶために必要な研修機会がある
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【「ほぼ毎日」＋「週３回以上」＋「週１回以上」】の 市・県・全国の比較】学校質問紙調査結果より

Ⅵ 学校質問紙調査の結果

○学校の臨時休業等の期間中，教科書に基づく学習内
容の指示や学校が作成したプリントなどによる学習に
より対応している。

●今後の非常時発生時においては，タブレット端末の活
用を含めて，より効果的な対応が期待される。

（５）令和４年度 児童生徒一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器についての調査

大仙市

秋田県

全　国

【資料２５】以下の用途でどの程度活用していますか。

（６）令和４年度 新型コロナウイルス感染症の影響

【「新型コロナウイルス感染症の影響前と同じ内容や方法で実施した」＋「新型コロナウイルス感染症の影響前とは内容や方法を変更して実施した」】の
市・県・全国の比較】学校質問紙調査結果より

0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100

小学校 中学校

（１）不登校児童に対する学習活動等の支援

（２）特別な支援を要する児童に対する学習
活動等の支援

（３）外国人児童に対する学習活動等の支援

（４）児童の心身の状況の把握

（５）児童に対するオンラインを活用した相
談・支援

以下の用途でどの程度活用していますか。

0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100

運動会・競技会・球技会

音楽会・合唱コンクール

学芸会・文化祭

遠足

芸術鑑賞会

職場体験活動

集団宿泊活動（修学旅行も含む）

授業参観・学校公開

【資料２６】


